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伊藤忠一提出論文内容要旨

 第1報グルシダミンとモーりツシユ陽性ムコ多糖体について

 牛の肺臓組織に含有されているモーリツシユ陽性ムコ多糖体及びグルシダミンの単離純化の方

 法について研究し,モーリツシユ陽性ムコ多糖体1つと2種類のグルシダミンを電気泳動的に均

 一な状態で単離し同定した。新鰍牛肺臓を10%食塩水で振とう抽出し,遠沈上溝について透

 析を行った后減圧濃縮し,エタノールで沈澱してモーリツシユ反応強陽性の赤褐色粉末を得た。

 比の粉末について硫安分画を行い,その鷺飽和上清上り面分工を,叉その沈澱上り画分皿を得た

 面分工を90%'フェノールで抽出し,フェノール不溶部分について醋酸バリウムの存在下でエタ

 ノール分画を行ってモーリツシユ陽性ムヌ多糖体(MPS)をえ撃叉9D%フこノール可溶部

 分を同様に処理してグルシダミン1(G」3工)の面分を得た。一方面分■を硫安分画と醋酸ソー

 ダ.エタノール分画とを組合せて純化しグルシダミン■(G41工)の面分を得た。G顕正・とq4∬

 とは同じ糖成分上りなり,ガラクトサミン,グルコサミン,ガラクトース」マンノース,L一ツ

 コース及びシアル酸を含んでいたが,MPSでは上記糖成分の他にグルコースとペン1・一スをも

 含んでいた。G4エとG4■とけ化学的,物理化学的性質が極めて類似していた。叉従来報告さ

 れてきたいろいろな動物や各種の雛管,組織,体液など上り逆離されたグルシダミンやモーリッ

 シユ陽性ムコ多糖体及び著者の地離した標品について比較考察を行った結果,之等の物質には種

 族特異性上りもむしろ器管特異性が存在することを知った。

 第2報ヘキスロン酸含有ムコ多糖体について

 新鮮牛肺組織を用い,それにふぐ変れているへ干ス・ン酸含有∫、コ多糖体の地離方法の詳細を

 言己識したコi新鮮1術組織をろ6。Cで2Eヨ畠li自家消イヒし,その食止哀求抽出波上リゴールドシユミツト

 反応(ヘキス・ン酸の定性反応)陽性の赤褐色粉末(面分工)を得た。次いでその抽出捜査を10

 %塩化カルシワム溶液で抽出して面分■をえ,更にその残査の10%硫酸ソーダ抽出液上り画分

 皿をえた。之等の抽出操作で溶出されなかった組織残査について,先づトリプシン消化を行って

 面分Nをえ1続いてペプシン消化を施して面分Vをえた。面分工及びVからはゴ～ルドシユミツ

 ト反応陽性の物質はえられなかった。一方面分■,皿,∬を硫酸ソーダ溶液で抽出して得られ

 た物質の各々の水溶液に第4級アンモニワム塩を加えてヘキスロン酸含有ムコ多糖林を沈澱せし

 め,更に之等の物質を醋酸バリウム.エタノール分画法で精製し,それぞれ面分∬よリヒアル・

 ン酸,画分皿坊α一へ・吻ン,β一一ノ切ン及び訂ンド可チン硫酸A,画分耽りα一ヘ

 パリンを単離した。
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審 査結 果 の 要

一
日

 人及び動物の諸臓器に含まれているム.コ物質が種族に特異的であるか或は臓暴特異性を示すか

 をしらべるため・著者は牛肺臓に含まれるムコ多糖体・グルシダミソを単離して嘩来報告されて

 いる標品と比較検討を行った。

 即ち,先づ新鮮な牛肺臓を食塩水で抽出して得た粗製品を更に硫安,フエ'ノール,エタノール

 などを用いて分画精製しで電気泳動的に単一と見倣されるグルシダミγ1及び丑ヒムコ多糖体を

 得た。このグルシダミγは共にグルコサミン,ガラクトース,マγノース,ムーフコース,シア

 リγ酸を含み,比旋度は一28、1。及び一25.8。を示した。一方ムコ多糖体は上記グルシダミγ

 の含有せる糖成分のほかにグルコース,キシロース及び(叉は)リキソースをも含み,比旋度は

 一21.O。であった。この種モーリツシ反応陽性ムコ物質は,従来報告されていたムコ物質と比

 較すると,種族特異性よりはむしろ臓器睾撰性を示していることがスりかつπ。

 他方この臓器よリウ・ン酸を含むムコ多糖体を単離するため,新鮮な牛肺臓の自家消化物乞食

 塩水,塩化力燈ンウム硫酸・ソーダなどで抽出し,続いて抽出残燈をトリプシン,ペブジンで消化し,

 5つの粗画分を得π。これらの粗画分㌃除蛋白,エタノール分画などを繰返して精製し,標品L

 ■,班,IV,Vを得た。標晶1とIVはグルコサミン,グルク・γ酸,硫酸を含有し,比旋度は+

 54.9。と+566。で,共に強い抗凝∬且阻止作用乞示し,ヘパリン(α一ヘパリン)と同定された。

 漂鼠取まアセチルガラクトサミγ・L一アイヂロγ酸・硫酸を含今・比旋度は一55」。で,揮一

 ヘパリン(コンドロイチン硫酸B)と同定された。標贔皿はアセチルガラグトサミン,グルクロ

 ン酸を含み,比旋度は一299。を示し,コンドロイチγ硫酸Aと同定された。又標品Vはアセチ

 ルグルコサミγ.グルクロン酸を含み,比旋度は一70.0。を示し,ヒアルβン酸と同定された。

 これらのウ・ソ酸含有ムコ物質の分布が種族或は臓盟に特異的であるか否かは・従来この種物質

 に関する詳細な報告が少いので量未解決である。

 以との研究は従来の成果を更に確証づけると共に,今渡の比較検討のために新しい試料を提供

 したものとして意義がある。

}σ一


